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　夕張市には、子どもたちに安全で快適な「遊びや

生活の場」を提供するために、放課後に留守家庭の

小学１年生から３年生までを対象に、市内に２箇所

の「学童クラブ」を設置しています。

《若菜わんぱく学童クラブ》
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財
政
再
建
計
画
を
実
行
に
移
し
て
、

二
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

直
面
す
る
数
多
く
の
課
題
を
見
極
め
、

そ
の
解
決
に
全
力
を
挙
げ
な
が
ら
前

進
し
て
参
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
が
安
心
し
て
、
将
来
に
わ

た
っ
て
「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
福
祉
と
医
療

の
充
実
が
極
め
て
重
要
で
す
。

�
医
療
体
制
の
構
築

　

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
体
制
の

構
築
に
あ
た
り
、
市
立
診
療
所
を
は

じ
め
と
す
る
市
内
医
療
機
関
と
の
情

報
交
換
を
積
極
的
に
進
め
、
広
域
的

対
応
も
含
め
、
連
携
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
中
核
的
役
割
を
担
う

市
立
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
当
該
施

設
の
老
朽
化
と
そ
れ
に
伴
う
運
営
実

態
を
踏
ま
え
、
施
設
の
あ
り
方
を
早

急
に
取
り
ま
と
め
、
方
向
性
を
示
し

て
い
き
ま
す
。

�
住
環
境
の
整
備

　

人
口
減
少
に
伴
い
、
入
居
率
の
低

い
住
宅
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
入

居
者
の
点
在
化
が
進
み
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
困
難
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
地
域
・
町
内
会
単

位
に
お
け
る
世
帯
間
・
世
代
間
の
協

力
、
共
助
関
係
が
極
め
て
重
要
な
位

置
づ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
環

境
を
構
築
し
、
併
せ
て
行
政
の
効
率

化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
住
宅

の
集
約
化
に
向
け
た
市
営
住
宅
の
再

編
を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
営
住
宅
の
再
編
事
業
計
画
案
を

早
急
に
示
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

国
や
北
海
道
と
協
議
し
な
が
ら
、
各

種
制
度
の
活
用
を
含
め
、
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。

�
公
共
施
設

　

市
民
生
活
を
支
え
る
基
盤
と
な
る

公
共
施
設
の
老
朽
化
は
、
著
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
国
の
補
正
予
算
等

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
維
持
修
繕
事

業
を
一
部
前
倒
し
で
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
財
政
再
建
下
に
あ
っ
て
も
、

計
画
性
を
持
っ
た
適
切
な
維
持
管
理

が
可
能
な
限
り
図
ら
れ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

�
交
通
体
系
の
維
持
・
確
保

　

今
後
の
学
校
統
合
に
伴
う
通
学
手

段
の
確
保
と
併
せ
、
市
民
に
と
っ
て

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
検

討
を
進
め
ま
す
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
「
働
き
ざ
か
り
」の
若
年
中
堅
層
の

流
出
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
就
業
の
場
の
確
保
を
急
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�
企
業
の
誘
致

　

企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
困
難
な
環
境
に
は
あ
る
も
の
の
、

引
き
続
き
、
企
業
や
国
の
関
連
機
関

等
の
誘
致
を
働
き
か
け
る
行
動
が
必

要
で
す
。
商
工
会
議
所
か

ら
、
各
種
施
設
等
の
誘
致

を
は
じ
め
と
す
る
政
策
提

言
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
踏

ま
え
、
各
種
団
体
と
積
極

的
に
情
報
交
換
を
進
め
る

と
と
も
に
、
連
携
し
な
が

ら
地
域
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

雇
用
の
確
保
や
市
外
に
流
出
し
て

い
る
労
働
力
を
市
内
に
定
着
さ
せ
る

た
め
に
は
、
住
宅
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
営
住
宅

の
再
編
事
業
と
併
行
し
な
が
ら
、
用

途
廃
止
す
る
市
営
住
宅
等
を
民
間
が

再
生
・
活
用
で
き
る
よ
う
積
極
的
に

情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
民
間
活
力

を
活
か
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

行
政
執
行
体
制
の
確
保

　

財
政
再
建
計
画
の
実
行
に
伴
い
、

行
政
体
制
は
大
幅
な
ス
リ
ム
化
が
進

み
ま
し
た
。

　

総
人
件
費
抑
制
が
計
画
の
大
き
な

柱
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
急
激
な

職
員
数
の
減
少
は
、
様
々
な
分
野
に

お
い
て
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
の
体
制
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

健
全
な
提
供
が
困
難
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
と

い
う
行
政
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
は
、
必
要
な
職
員
定
数
の
確

保
と
職
員
自
身
が
、
健
康
で
や
る
気

を
持
っ
て
職
務
に
専
念
で
き
う
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
、
そ
れ
を
可
能

と
す
る
具
体
的
な
措
置
を
講
じ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
行
政
が
抱
え
る
体
制
問

題
に
つ
い
て
、
市
民
に
し
っ
か
り
説

明
を
行
う
と
と
も
に
、
最
大
限
、
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

財
政
再
建
と
地
域
の
再
生
を
同
時

に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
と

の
協
働
が
重
要
で
す
。

　

行
政
機
能
の
維
持
確
保
を
図
り
、

職
員
が
「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」
の

け
ん
引
役
を
果
た
せ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

財
政
再
生
計
画
の
策
定

　

新
た
な
「
地
方
公
共
団
体
財
政
健

全
化
法
」
の
下
で
、「
財
政
再
生
団

体
」
に
移
行
す
る
こ
と
が
確
実
で
、

「
財
政
再
生
計
画
」
を
平
成
二
十
一

年
度
中
に
策
定
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

現
在
の
「
財
政
再
建
計
画
」
か
ら

新
た
に
策
定
す
る「
財
政
再
生
計
画
」

へ
の
移
行
の
際
、
課
題
解
決
に
向
け
、

適
切
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

財
政
再
生
計
画
は
、
財
政
再
建
は

も
と
よ
り
、
地
域
の
再
生
を
は
じ
め

と
し
、
ま
ち
の
将
来
像
を
見
据
え
た

中
長
期
的
展
望
に
た
っ
て
の
策
定
が

必
要
で
す
。

�
策
定
に
当
っ
て

　

赤
字
解
消
を
計
画
的
に
着
実
に
図

り
つ
つ
、
直
面
す
る
諸
課
題
を
整
理

し
、
計
画
に
的
確
に
反
映
し
て
い
く

こ
と
を
基
本
的
ス
タ
ン
ス
と
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
の
「
基
本
的
考
え
方
」

　

平
成
二
十
一
年
第
一
回
定
例
市
議
会
が
三
月
十
一
日
に
開
催

さ
れ
、
新
年
度
の
市
政
執
行
と
教
育
行
政
執
行
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。（
要
約
）

市
政
執
行
方
針
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を
整
理
し
た
上
で
、
計
画
策
定
の
節

目
節
目
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
新
た

な
事
務
事
業
の
展
開
に
当
っ
て
の
緊

急
度
や
必
要
性
を
見
極
め
つ
つ
、
財

政
の
健
全
化
と
市
民
の
安
全
・
安
心

の
維
持
確
保
に
向
け
て
検
討
を
重
ね

ま
す
。

�
市
の
自
助
努
力
と
国
・
北
海
道
等

か
ら
の
支
援
の
確
保

　

市
は
、
引
き
続
き
様
々
な
手
段
を

通
じ
た
歳
入
の
確
保
、
事
務
事
業
の

効
率
化
等
に
よ
る
歳
出
の
見
直
し
に

最
大
限
努
め
ま
す
。

　

財
政
再
建
と
地
域
の
再
生
に
着
実

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
国
や
北
海
道

な
ど
か
ら
必
要
な
助
言
や
支
援
措
置

を
積
極
的
に
求
め
ま
す
。

　

財
政
再
生
計
画
の
策
定
に
伴
う
新

た
な
制
度
で
あ
る
「
再
生
振
替
特
例

債
」
の
発
行
を
検
討
し
、
発
行
す
る

場
合
、
市
の
財
政
負
担
の
軽
減
と
安

定
的
財
政
運
営
に
資
す
る
よ
う
、
利

子
負
担
の
軽
減
措
置
や
償
還
方
法
、

償
還
年
限
の
設
定
に
当
っ
て
、
特
段

の
配
慮
を
求
め
ま
す
。

�
計
画
策
定
過
程
に
お
け
る
透
明
性

と
公
開
性
の
確
保

　

公
開
・
共
有
す
べ
き
情
報
や
課
題

に
つ
い
て
、
的
確
な
時
期
に
適
切
に

提
供
し
な
が
ら
、
市
民
・
議
会
・
行

政
間
で
真
摯
な
議
論
を
積
み
重
ね
、

真
に
実
行
可
能
で
、
安
全
で
安
心
し

て
市
民
が
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

計
画
を
市
自
ら
の
責
任
で
策
定
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
一
年
度
予
算
編
成

　

歳
入
歳
出
全
般
に
つ
い
て
、
適
正

化
を
図
り
つ
つ
、
地
域
医
療
や
消
防

体
制
の
確
保
、
老
朽
化
し
た
市
営
住

宅
の
除
却
・
再
編
な
ど
を
通
じ
て
市

民
の
安
全
・
安
心
に
資
す
る
事
業
に

取
り
組
む
ほ
か
、
中
学
校
統
合
に
向

け
た
備
品
等
整
備
や
外
国
語
指
導
の

充
実
な
ど
に
よ
る
教
育
へ
の
配
慮
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用
し
た
市

民
活
動
へ
の
助
成
な
ど
行
い
、
財
政

再
建
を
進
め
つ
つ
、
可
能
な
限
り
市

民
生
活
の
維
持
・
向
上
に
資
す
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

　

医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た
健
康

づ
く
り
や
特
定
健
康
診
査
の
受
診
等

に
つ
い
て
、
情
報
発
信
な
ど
に
努
め
、

保
険
事
業
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
会
計

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
三
年

度
ま
で
を
対
象
と
す
る
「
第
四
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
介

護
保
険
制
度
の
持
続
的
か
つ
円
滑
な

運
営
を
図
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計

　

運
営
実
施
主
体
が
、
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
制
度
の
円
滑
実
施

を
基
本
に
、
広
域
連
合
と
連
携
を
図

り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
会
計

　
「
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
」

の
施
行
に
伴
い「
経
営
健
全
化
計
画
」

を
平
成
二
十
一
年
度
に
策
定
し
、
健

全
な
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

水
道
事
業
会
計

　

安
全
で
安
定
し
た
水
道
事
業
を
継

続
し
て
い
く
た
め
、
計
画
的
に
施
設

の
更
新
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。
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財
政
再
建
三
年
目
を
迎
え
、
厳
し

さ
が
増
す
中
に
あ
っ
て
も
、
夕
張
の

未
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
人
間
性

豊
か
で
、
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
力

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

夕
張
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
一

人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
個
性
豊
か

に
、
地
域
の
暖
か
い
眼
差
し
の
中
で

育
ち
ゆ
く
教
育
環
境
整
備
に
努
め
る

と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
学
習
し
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
生
涯
学
習
社
会

を
展
望
し
、
教
育
行
政
の
執
行
に
努

力
し
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
の
廃
統
合
に
つ
い
て
、

小
・
中
学
校
一
校
化
の
方
針
に
基
き
、

清
水
沢
中
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
度

の
《
夕
張
中
学
校
》
の
開
校
に
向
け
、

統
合
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

「
基
本
構
想
・
教
育
目
標
・
教
育
計

画
」、「
通
学
方
法
」、「
安
全
確
保
」、

「
制
服
・
校
歌
・
校
旗
」
な
ど
の
準

備
を
進
め
、『
自
然
豊
か
な
緑
の
大

地
と
炭
鉱(  
や
ま)  
の
歴
史
、
郷
土
「
夕

張
」
に
誇
り
を
も
ち
、
自
主
自
立
の

精
神
に
満
ち
溢
れ
、
心
豊
か
に
支
え

あ
い
、
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
人
を
育
む
』
を
基

本
理
念
と
し
た
、
市
民
に
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
小
学
校

統
合
に
伴
う
、
小
学
校
校
舎
等
の
大

規
模
改
修
実
施
設
計
を
本
年
度
に
実

施
し
ま
す
。

　

学
校
は
、
学
校
評
価
に
基
づ
き
、

教
育
活
動
の
結
果
を
保
護
者
・
地
域

に
公
表
し
、意
見
を
い
た
だ
き
、特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
新
た
な
学
校
づ
く
り
」を
見
据
え
、

地
域
の
教
育
力
を
活
性
化
す
る
た
め
、

「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
の
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
が
特
色
あ
る
教
育
課
程
を
編
成
し
、

学
ぶ
こ
と
に
楽
し
さ
や
成
就
感
を
も

ち
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
力
を
確
実

に
定
着
さ
せ
る
学
習
指
導
の
工
夫
充

実
、
創
意
を
生
か
し
、
活
力
に
富
む

教
育
諸
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
体
験
的
な
学
習
、
地
域
の

自
然
・
社
会
の
素
材
を
活
用
し
た
学

習
や
総
合
的
学
習
の
時
間
を
通
じ
て
、

地
域
の
人
々
の
参
加
に
よ
る
学
習
活

動
の
指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

学
習
指
導
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
学

習
の
機
会
を
工
夫
し
、
繰
り
返
し
学

習
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
効
果
的
な

学
習
指
導
や
学
習
し
た
内
容
が
確
実

に
身
に
つ
く
よ
う
取
組
み
ま
す
。

　

読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
校
や

教
育
行
政
執
行
方
針
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家
庭
で
読
書
に
親
し
む
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

小
規
模
複
式
の
教
育
は
、
子
ど
も

や
地
域
の
実
態
に
即
し
た
指
導
・
研

修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

小
学
校
外
国
語
活
動
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
の
実
施
と
な

り
ま
す
が
、
移
行
措
置
初
年
度
と
な

る
こ
と
か
ら
、
外
国
語
指
導
助
手
を

採
用
し
、
中
学
校
で
の
外
国
語
教
育

の
充
実
指
導
と
小
学
校
に
お
け
る
国

際
理
解
・
外
国
語
活
動
の
充
実
、
指

導
に
勤
め
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
教
職
員

が
一
体
と
な
り
、
児
童
生
徒
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
日
常

的
な
生
徒
指
導
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、

問
題
行
動
の
未
然
防
止
と
解
決
の
た

め
、
努
力
し
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
保
護
者
・
教
職
員
、

地
域
の
人
々
の
協
力
の
も
と
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る

学
校
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
、
自
主

防
犯
組
織
と
連
携
を
図
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
学
校
安
全
対
策
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

教
材
・
教
具
、
備
品
等
教
育
条
件

整
備
と
学
校
の
維
持
補
修
に
つ
い
て
、

児
童
生
徒
の
学
習
活
動
に
直
接
支
障

が
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
の
統
合
に
よ
る
校
舎

等
の
改
修
事
業
に
併
せ
、
備
品
等
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
健
康
安
全
指
導
に
つ

い
て
は
、
体
育
授
業
の
充
実
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
学
校
給
食
、
学
校
安

全
と
交
通
安
全
指
導
の
推
進
に
つ
い

て
、
地
域
・
関
係
団
体
と
も
連
携
を

深
め
進
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
給
食
の

充
実
を
図
る
と
も
に
、
食
に
対
す
る

指
導
計
画
・
実
践
を
通
じ
て
教
育
内

容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
・
保
健
所
な
ど
と
連

携
し
、
食
中
毒
の
発
生
防
止
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
な
ど
に
努
め

ま
す
。

　

中
学
校
統
合
に
伴
う
共
同
調
理
場

に
つ
い
て
は
、
清
水
沢
中
学
校
の
大

規
模
改
修
に
併
せ
、
調
理
場
を
改
修

整
備
す
る
と
と
も
に
、
統
合
委
員
会

で
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
給
食
配

送
計
画
を
検
討
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
宿
泊
、
合
同
学
習
を
計
画

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
機

会
を
通
し
て
指
導
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
障
が
い
を
も
つ
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
、
支
援
の
た

め
に
現
在
準
備
段
階
の
「
特
別
支
援

教
育
連
携
協
議
会
」
の
設
置
を
図
り

ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
の
た
め
に
、
教

員
が
自
ら
の
使
命
と
専
門
性
を
高
め

る
こ
と
の
意
義
を
踏
ま
え
、
教
育
実

践
や
工
夫
を
積
極
的
に
進
め
、
学
校

内
外
に
お
け
る
授
業
研
究
と
共
同
研

究
の
推
進
、
そ
の
公
開
な
ど
、
研
究
・

研
修
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

当
面
維
持
存
続
し
ま
す
。「
学
び
」と

「
遊
び
」
を
中
心
と
し
た
教
育
課
程

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
三
・
四

歳
児
の
混
合
保
育
な
ど
に
つ
い
て
も

検
討
し
、
特
色
あ
る
幼
稚
園
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

文
化
団
体
・
体
育
団
体
・
市
民
団
体
や

サ
ー
ク
ル
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、

活
動
を
支
援
し
、
文
化
・
芸
能
・
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
最
大
限
努
力
し
ま
す
。

　

青
少
年
教
育
に
つ
い
て
は
、
横
断

的
な
子
ど
も
の
交
流
を
促
す
な
か
で
、

社
会
的
ル
ー
ル
や
思
い
や
り
の
心
を

育
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、
そ
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
教
育
に
つ
い
て
は
、
本
年

も
「
も
も
倶
楽
部（
高
齢
者
学
級
）」

を
開
設
し
、
生
き
が
い
や
健
康
を

テ
ー
マ
に
、
保
健
行
政
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
引
続
き
講
座
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
夕
張
岳
の
自
然
環
境
を
守
る
活

動
な
ど
関
係
機
関
や
市
民
団
体
と
連

携
し
て
情
報
の
発
信
、
啓
発
活
動
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

図
書
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
読

み
聞
か
せ
活
動
、
巡
回
文
庫
、
道
立

図
書
館
の
協
力
事
業
な
ど
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
等
の
協
力
を
得
て
、
市

民
・
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を
推

進
し
ま
す
。ま
た
、清
水
沢
公
民
館
で

の
貸
出
業
務
も
検
討
、
実
施
し
ま
す
。

　

美
術
館
に
つ
い
て
は
、
引
続
き
指

定
管
理
者
に
よ
る
運
営
を
行
い
、
市

庁
舎
二
階
の
「
ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
で
も
収
蔵
作
品
の
展
示
を
す

る
な
ど
、
市
民
の
鑑
賞
機
会
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

　

体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

へ
の
利
便
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
合
理

的
な
管
理
運
営
を
行
い
、
市
民
が
気

楽
に
健
康
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

清
水
沢
プ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
夏
季
二
ヶ
月
間
程
度
の
開
設
を

予
定
し
て
お
り
、
多
く
の
市
民
の
利

用
と
学
校
の
水
泳
授
業
に
も
対
応
し

ま
す
。
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　多子世帯の幼児教育期の負担に配慮し、
子育て応援特別手当が給付されます。
【対象となる子ども】
平成21年２月１日現在で、夕張市に住民基
本台帳に記載されている方で、３歳以上18
歳以下の子（平成２年４月２日～17年４月
１日までに生まれた子）が２人以上おり、
第２子以降が平成14年４月２日～17年４月
１日までに生まれた子が対象
例
　10歳と５歳の子→５歳が対象
　５歳と４歳と１歳の子→４歳が対象
【給付額】　　１人当たり36,000円
【申請期間】　９月30日
申請・問合せ先　市生活福祉グループ
　　　　　　　　�52－1059

������������	
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（
平
成　

年
度
第
４
次
及
び
平
成　

20

21

年
度
第
１
次
変
更
）

【
変
更
内
容
】

　

平
成　

年
２
月　

日
付
け
で
総
務

21

26

大
臣
あ
て
に
協
議
の
申
出
を
行
っ
た

「
夕
張
市
財
政
再
建
変
更
計
画
書
」

が
、
３
月
６
日
に
総
務
大
臣
か
ら
同

意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
計
画

変
更
に
よ
り
、
財
政
再
建
の
期
間
や

赤
字
解
消
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成　

年
度
第
４
次
変
更

20

歳
入 

〔
７
５
１
、
９
５
３
千
円
〕

・
平
成　

年
度
に
前
倒
し
す
る
「
清

20

水
沢
中
学
校
大
規
模
改
修
工
事
」
に

対
し
見
込
ま
れ
る
国
庫
補
助
金
収
入

や
地
方
債
収
入
の
増

・
国
の
補
正
予
算
に
お
い
て
創
設
さ

れ
た
「
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
」
や
「
地
域
活
性
化
緊
急

安
心
補
助
金
」
な
ど
の
国
庫
補
助
金

収
入
の
増

・
平
成　

年
度
決
算
見
込
の
状
況
に

20

基
づ
く
市
民
税
や
住
宅
使
用
料
の
減

や
普
通
交
付
税
額
の
決
定
に
よ
る
収

入
見
込
の
減
な
ど

歳
出 

〔
７
５
１
、
９
５
３
千
円
〕

・
国
の
第
２
次
補
正
予
算
を
活
用
し

て
平
成　

年
度
に
前
倒
し
す
る
「
清

20

水
沢
中
学
校
大
規
模
改
修
工
事
」
実

施
に
よ
る
増

・「
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
」
を
活
用
し
た
市
有
施
設
の
修

繕
費
な
ど
の
増

・
厳
冬
期
の
生
活
弱
者
に
対
す
る
支

援
策
と
し
て
「
福
祉
灯
油
事
業
」
実

施
に
よ
る
増

・
平
成　

年
度
収
支
不
足
額
が
減
少

19

し
た
こ
と
に
よ
る
前
年
度
繰
上
充
用

金
の
減
な
ど

�
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
予
定
事
業

生
活
館
等
修
繕 
１
７
、８
１
９
千
円

・
鹿
の
谷
、
南
清
水
沢
生
活
館
（
屋

根
防
水
マ
ッ
ト
補
修
、
外
壁
塗
装
）

・
清
水
沢
、
宮
前
清
栄
、
千
代
田
コ

ミ
セ
ン
（
外
壁
塗
装
）

・
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
屋
上
防
水
、

笠
木
修
繕
）

共
同
浴
場
修
繕 

８
、
１
９
９
千
円

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
清
陵

（
屋
根
防
水
マ
ッ
ト
補
修
、外
壁
補

修
等
）

・
宮
前
浴
場
（
外
壁
、
屋
根
塗
装
）

し
尿
処
理
場
修
繕 
８
、３
１
６
千
円

・
消
化
槽
攪
拌
ブ
ロ
ワ
取
替
等
機
械

設
備
の
修
繕

墓
地
葬
斎
苑
修
繕 
５
、２
３
５
千
円

・
火
葬
炉
１
基
の
補
修
、
ト
イ
レ
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

公
営
住
宅
修
繕 
１
３
、７
６
９
千
円

・
市
営
住
宅
給
水
設
備
の
修
繕
（
千

代
田
地
区
）

橋
り
ょ
う
等
補
修
工
事

 

１
７
、８
０
０
千
円

・
迂
回
路
の
な
い
橋
の
緊
急
補
修（
旭

橋
、
紅
沼
橋
）、
清
水
沢
工
業
団
地
線

の
市
道
舗
装

市
営
住
宅
防
災
警
報
器
取
付

 

２
、６
７
３
千
円

・
寄
贈
を
受
け
た
警
報
器
の
市
営
住

宅
へ
の
設
置

消
防
ホ
ー
ス
整
備

 

１
１
、１
９
３
千
円

・
軽
量
か
つ
取
扱
い
が
容
易
な
差
込

式
ホ
ー
ス
へ
の
更
新

災
害
備
蓄
品
整
備 

９
８
５
千
円

・
災
害
救
助
用
毛
布
、
組
立
て
式
ト

イ
レ
の
整
備

高
規
格
救
急
自
動
車
の
整
備

 

１
８
、９
０
５
千
円

・
高
規
格
救
急
自
動
車
の
整
備

除
雪
車
両
更
新 
２
２
、０
０
０
千
円

・
除
雪
車
両
の
老
朽
化
に
よ
る
モ
ー

タ
ー
グ
レ
ー
ダ
ー
の
更
新

市
役
所
庁
舎
等
改
修

 

１
９
、３
６
９
千
円

・
市
役
所
を
訪
れ
る
市
民
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
２
階
駐
車
場
連
絡

橋
の
補
修
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
等

の
実
施

【
予
算
の
補
正
を
行
っ
た
会
計
と
補

正
予
算
額
】

　

平
成　

年
３
月
に
総
務
大
臣
の
同

21

意
が
得
ら
れ
た
「
夕
張
市
財
政
再
建

変
更
計
画
」
及
び
そ
の
後
行
っ
た
全

額
国
庫
補
助
金
を
財
源
と
す
る
「
定

額
給
付
金
給
付
事
業
」
や
「
子
育
て

応
援
特
別
手
当
給
付
事
業
」
実
施
に

よ
る
変
更
（
所
要
額
２
１
６
、
１
２

３
千
円
）
に
基
づ
き
、
一
般
会
計
及

び
診
療
所
事
業
会
計
の
予
算
の
補
正

を
行
う
と
と
も
に
、
次
の
４
会
計
の

事
業
費
の
予
算
の
補
正
を
行
い
ま
し

た
。

夕
張
市
財
政
再
建
変
更
計
画

補正後予算額３月の補正予算額補正前の予算額会　　計　　名

42,239,883972,45141,267,432一 般 会 計

104,966△ 4,375109,341診 療 所 事 業 会 計

2,266,639△ 34,9632,301,602国民健康保険事業会計

1,474,17242,9721,431,200介 護 保 険 事 業 会 計

260,1962,715257,481後期高齢者医療事業会計

659,01521,869637,146水 道 事 業 会 計

��������	
�

（単位：千円）



（6）広報ゆうばり　2009年4月号

歳
入 

〔
▲
６
３
８
、６
５
７
千
円
〕

・
平
成　

年
度
決
算
見
込
の
状
況
等

20

に
基
づ
き
、
算
定
し
た
地
方
税
収
入

の
減
や
住
宅
使
用
料
収
入
の
減

・
国
か
ら
示
さ
れ
た
推
計
方
法
を
参

考
に
算
定
し
た
地
方
交
付
税
（
臨
時

財
政
対
策
債
を
含
む
）
の
増

・「
清
水
沢
中
学
校
大
規
模
改
修
工

事
」
の
平
成　

年
度
前
倒
し
実
施
に

20

よ
る
国
庫
補
助
金
収
入
や
地
方
債
収

入
の
減
な
ど

歳
出 

〔
▲
６
３
８
、６
５
７
千
円
〕

・
職
員
数
の
減
少
を
踏
ま
え
た
給
与

の
減
と
退
職
者
数
の
見
直
し
に
よ
る

退
職
手
当
の
減

・「
清
水
沢
中
学
校
大
規
模
改
修
工

事
」
の
平
成　

年
度
前
倒
し
実
施
に

20

よ
る
建
設
事
業
費
の
減
な
ど

新
規
に
取
組
む
主
な
事
業

�
市
民
の
安
全
・
安
心
を
図
る
た
め

の
事
業 

６
９
、９
８
２
千
円

・
市
内
医
療
機
関
の
輪
番
に
よ
り
対

応
し
て
い
る
平
日
夜
間
救
急
と
休
日

救
急
医
療
に
係
る
助
成
経
費

・
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
を　

回
に

14

拡
充
（
従
前
５
回
＋
超
音
波
検
査
１

回
）
す
る
た
め
の
経
費

・
救
急
救
命
士
養
成
や
消
防
団
用

ホ
ー
ス
更
新
等
の
消
防
体
制
強
化
の

た
め
の
経
費

・
市
営
住
宅
へ
の
防
災
警
報
器
設
置

や
老
朽
化
し
た
倒
壊
の
危
険
性
が
高

い
住
宅
か
ら
の
移
転
を
図
る
た
め
の

経
費

�
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
事
業

 

９
０
、９
８
０
千
円

・
学
習
指
導
要
領
の
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
外
国
語
指
導
助
手
の
採
用
を

再
開
す
る
た
め
の
経
費

・
平
成　

年
４
月
の
統
合
に
向
け
た
、

22

中
学
校
統
合
校
に
係
る
給
食
施
設
・

備
品
等
の
整
備
な
ど
の
経
費

�
市
民
団
体
の
活
動
等
を
図
る
た
め

の
事
業 

６
、９
３
５
千
円

・
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
を

財
源
と
す
る
市
民
活
動
等
の
助
成
経

費
�
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
事
業

 

１
５
、８
１
８
千
円

・
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
農
協
が

事
業
主
体
と
し
て
実
施
す
る
暗
渠
排

水
等
に
対
す
る
助
成
経
費

�
歳
入
の
確
保
を
図
る
た
め
の
事
業

 

２
７
、５
５
６
千
円

・
滞
納
者
の
意
識
改
革
や
新
た
な
滞

納
者
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
特

に
悪
質
な
滞
納
者
に
対
す
る
明
渡
訴

訟
費
用

・
土
地
の
売
却
を
進
め
る
た
め
必
要

な
測
量
調
査
委
託
費
な
ど

〔
平
成　

年
度
当
初
予
算
〕

21

　

平
成　

年
度
各
会
計
予
算
が
、
３

21

月　

日
開
催
の
第
１
回
定
例
市
議
会

27
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
折
込

版
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
併
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

 

問
合
せ
先　

市
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ

　
�
　

─
３
１
２
２

52

平
成　

年
度
第
１
次
変
更

21

��������	
�

平成21年度各会計当初予算

増　　　　減平成20年度
予　算　額

平成21年度
予　算　額会　　計　　名

率　％金　　額
△ 2.8△ 1,132,15341,095,19539,963,042一 般 会 計
△ 0.9△ 67,2737,237,1057,169,832（ 実 質 予 算 ）
8.8182,6992,077,4162,260,115国民健康保険事業会計

特　

別　

会　

計

△ 4.7△ 1082,2842,176市 場 事 業 会 計
△ 91.5△ 225,209246,18520,976老人保健医療事業会計
△ 4.5△ 64,6111,447,3271,382,716公共下水道事業会計
6.795,1761,422,9081,518,084介護保険事業会計
69.255,11779,607134,724診 療 所 事 業 会 計
△ 0.8△ 1,931253,960252,029後期高齢者医療事業会計
△ 15.2△ 95,670628,425532,755水 道 事 業 会 計
△ 0.9△ 54,5376,158,1126,103,575小　　　　　計
△ 2.5△ 1,186,69047,253,30746,066,617合　　　　　　　 計

（単位：千円）

※実質予算　～　一般会計歳出予算から前年度繰上充用金（前年度の赤字見込額）を除い
た額でその年度に実質使われる予算



（7）広報ゆうばり　2009年4月号

�
４
月
か
ら
、
市
営
住
宅
の
納
入
通

知
書
の
「
月
分
」
の
標
記
が
「
月
支

払
分
」
に
変
わ
り
ま
す
。

�
「
し
尿
処
理
負
担
金
」
が
あ
る
方

は
、「
住
宅
使
用
料
」
の
納
入
通
知
書

の
金
額
を
合
算
し
て
１
枚
に
な
り
ま

す
。（
内
訳
は
納
付
書
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。）

�
納
入
通
知
書
で
郵
便
局
Ａ
Ｔ
Ｍ
か

ら
の
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。（
営
業
時
間
な
ど
は
郵
便

局
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。）

問
合
せ
先　

市
農
林
建
設
グ
ル
ー
プ

（
住
宅
管
理
担
当
）�
　

─
３
１
９
９

52

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
、
４
月　

日
ま
で
で
す
。

30

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
４
月
末

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　

住
所
変
更
な
ど
の
届
出
を
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
は
、
被
保
険
者
証
が

届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

（
健
康
保
険
担
当
）

　
�
　

─
３
１
０
５

52

　

４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

22

31

日
ま
で
の
間
、
市
内
全
域
で
野
犬
掃

討
を
行
い
ま
す
。

　

放
し
飼
い
に
し
て
い
る
犬
、
鎖
が

外
れ
て
う
ろ
つ
い
て
い
る
犬
は
、
野

犬
と
し
て
捕
獲
し
薬
殺
さ
れ
ま
す
の

で
、
放
し
飼
い
は
し
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

◎
迷
い
犬
の
探
し
、
飼
い
犬
が
行
方

不
明
に
な
っ
た
と
き
は
、

市
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ
（�
　

─
３

52

０
１
８
）、
岩
見
沢
保
健
所
（�
０
１

２
３
─　

─
２
２
２
１
）、
夕
張
警

83

察
署
（�
　

─
０
１
１
０
）
へ
問
合

52

せ
く
だ
さ
い
。

◎
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い

主
の
責
任
で
、
き
ち
ん
と
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

　
�
　

─
３
１
０
８

52

　

空
知
支
庁
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
は
、

岩
見
沢
有
明
交
流
プ
ラ
ザ
２
階
（
Ｊ

Ｒ
岩
見
沢
駅
西
側
）
に
移
転
し
ま
し

た
。

取
扱
時
間　

申
請
午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

分　

交
付
午
前
９
時
〜
午
後

30

５
時

問
合
せ
先　

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

　
�
０
１
２
６
─　

─
０
０
１
２

20

　
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」の
発
行

は
、
窓
口
で
即
日
交
付
し
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
１
日
か
ら
、
後
日
交
付

と
な
り
ま
し
た
。

　

申
請
方
法
は
従
来
ど
お
り
で
す
が
、

カ
ー
ド
作
製
を
業
者
に
委
託
す
る
た

め
、
交
付
ま
で
概
ね　

日
間
ほ
ど
か

10

か
り
ま
す
。

　

な
お
、
手
数
料
は
、
５
０
０
円
で

変
わ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

─
３
１
０
４

52

　

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
選
挙

人
名
簿
抄
本
の
公
表
対
象
期
間
の
平

成　

年
１
月
〜　

月
ま
で
の
閲
覧
は

20

12

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

公
表
対
象
期
間
の
平
成　

年
３
月

20

１
日
〜
平
成　

年
２
月　

日
ま
で
の

21

28

閲
覧
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

─
３
１
０
４ 

52

　

４
月
７
日
か
ら
５
月　

日
ま
で
を

31

「
山
火
事
予
防
強
調
期
間
」
と
し
て
、

森
林
内
の
巡
視
や
見
張
り
人
を
設
置

し
て
予
防
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

入
林
す
る
と
き
は
、
事
故
な
ど
に

あ
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

�
各
森
林
所
有
者
の
管
轄
事
務
所
へ

の
届
け
出
を
し
て
か
ら
入
林
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
通
行
の
制
限
を
し

て
い
る
林
道
や
現
地
に
設
置
さ
れ
た

入
林
箱
に
記
載
し
て
入
林
で
き
る
林

道
も
あ
り
ま
す
の
で
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

国
有
林　

空
知
森
林
管
理
署
森
林
ふ

れ
あ
い
係

　
�
０
１
２
６
─　

─
１
９
４
０

22

道
有
林　

胆
振
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
�
０
１
４
４
─　

─
５
１
２
１

72

市
有
林　

市
農
林
建
設
グ
ル
ー
プ

　
�
　

─
３
１
２
４

52

�
問
合
せ
の
み
の
機
関

空
知
森
林
管
理
署
夕
張
合
同
森
林
事

務
所
（
千
代
田
）

　
�
　

─
５
２
１
１

56

空
知
森
林
管
理
署
沼
ノ
沢
・
紅
葉
山

合
同
森
林
事
務
所
（
紅
葉
山
）

　
�
　

─
２
０
３
４

58

����

��������	

　土地および土地付建物について先着順に随時売却します。

応募期限　平成21年５月29日　午後５時まで

問合せ先　市税務管財グループ
　　　　　�52－3120　FAX52－0638
　　　　　ｅメールアドレス　ybrzei@city.yubari.lg.jp

売却価格
（円）

地籍
（㎡）

地　目土地・建物所在地番番
号

1,100,000

402.44宅 地旭町53-1

１ 172.56同 上旭町53-2

43.00道路敷旭町53-3

1,200,000369.19宅 地鹿の谷山手町9-1の内２

1,200,000369.19同 上同上３

1,700,000378.00同 上清水沢宮前町16-33４

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

４
月　

日
〜　

日

20

30

春
の
火
災
予
防
運
動

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

対象地区利用目的閲　覧
請求者

閲　覧
年月日

千代田世論調査
金融広報
中 央
委 員 会

平成
20.3.19

市内全域自衛官
募　集防衛省平成

20.5.13

市内全域自衛官
募　集防衛省平成

20.10.23

市
営
住
宅
の
納
入
通
知
書

が
変
わ
り
ま
す

野
犬
掃
討
を
実
施
し
ま
す

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
窓
口
の
移
転

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」の

発
行
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写

し
の
閲
覧
状
況

４
月
７
日
〜
５
月　

日
31

「
山
火
事
予
防
強
調
期
間
」

国
民
健
康
保
険
者
証
を
送
付

選
挙
人
名
簿
抄
本
の
閲
覧
状
況



（8）広報ゆうばり　2009年4月号

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
〜
６
月
１
日

 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
時
間　

８
時　

分
〜　

時　

分

45

17

45

縦
覧
場
所　

市
役
所
２
階
税
務
管
財

グ
ル
ー
プ

問
合
せ
先　

市
税
務
管
財
グ
ル
ー
プ

　
�
　

─
３
１
２
０

52

　

４
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
閉
庁
時

（
夜
間
）
の
戸
籍
届
け
出
は
、
消
防

署
（
清
水
沢
宮
前
町�
　

─
４
１
２

53

２
）
の
取
扱
い
に
変
わ
り
ま
し
た
。

【
取
扱
い
時
間
】

平
日　

午
後
５
時　

分
〜
翌
朝
午
前

45

８
時　

分
45

休
日　

午
後
６
時
〜
翌
朝
午
前
８
時

※
休
日
は
、
本
庁
の
日
直
（
午
前
８

時
〜
午
後
６
時
）
で
取
扱
い
し
ま
す
。

土
曜
日
は
南
支
所
で
も
（
午
前
９
時

〜
午
後
５
時　

分
）
取
扱
い
し
ま
す
。

45

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

─
３
１
０
４

52

入
居
資
格　

市
内
に
１
年
以
上
住
ん

で
い
る
方
で
、
概
ね　

歳
以
上
の
一

65

人
暮
ら
し
、
ま
た
は
ご
夫
婦
（
配
偶

者
は　

歳
以
上
）
の
方
で
現
在
住
ん

60

で
い
る
住
宅
で
日
常
生
活
が
困
難
な

方募
集
戸
数　

３
戸

清
水
沢
清
陵
町　

Ａ
Ｐ
（
３
０
１
号

11

室
・
３
０
２
号
室
）　

Ａ
Ｐ
（
２
０

17

３
号
室
）
耐
火
構
造
３
Ｄ
Ｋ

住
宅
料　

５
、
０
０
０
円

ほ
か
に
、
し
尿
処
理
負
担
金
２
、
８

０
０
円
・
入
浴
料
等
個
人
負
担
金
３
、

０
０
０
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月　

日
15

申
込
に
必
要
な
書
類　

・
申
込
書
・
入
居
申
込
理
由
書

・
収
入
証
明
書
（
所
得
証
明
書
、
源

泉
徴
収
票
の
写
し
、
年
金
支
払
通
知

書
の
写
し
な
ど
）

・
非
課
税
証
明
書
ま
た
は
納
税
証
明

書・
入
居
希
望
者
全
員
の
住
民
票
（
謄

本
）

申
込
先　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ
ま

た
は
南
支
所

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
�
　

─
１
０
５
９
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《
市
営
・
道
営
住
宅
》

入
居
資
格

※
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

※
公
営
住
宅
法
で
定
め
た
収
入
基
準

以
下
（
み
な
し
特
公
賃
住
宅
及
び

賃
貸
住
宅
は
除
く
）

※
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

一
般
公
募
【
一
般
住
宅
】

公
営
住
宅　
（
沼
ノ
沢
） 

２
戸

改
良
住
宅　

栄
（
本
町
） 

１
戸

道
営
住
宅　
（
末
広
） 

２
戸

申
込
期
限　

一
般
公
募
４
月　

日
10

随
時
公
募
【
一
般
住
宅
】
市
営
（　
95

戸
）
／
道
営
（　

戸
）

11

【
み
な
し
特
公
賃
住
宅
】
市
営
住
宅

（
千
代
田
地
区
）　

１
戸

住
宅
使
用
料　

希
望
す
る
住
宅
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
農
林
建
設
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
南
支
所

　
�
　

─
３
１
１
９
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休
止
中
の
夕
張
鹿
鳴
館
（
旧
北
炭

鹿
ノ
谷
倶
楽
部
）
の
活
用
事
業
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月　

日
14

申
込
・
問
合
せ
先　

市
地
域
再
生
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
３
１
２
８

52

����

　
次
号
、５
月
号
の
広
報
ゆ
う
ば
り
は

 

５
月
１
日
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

��������	
�

人　口　11,698人（－　９人）
　男　　　5,479人（－　６人）
　女　　　6,219人（－　３人）
世帯数 6,216世帯（＋２世帯）

（　）は前月比

土
地
価
格
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

発行　夕張市（毎月１日発行）　北海道夕張市本町４丁目２番地　�0123－52－3170
編集　総務グループ　　　　夕張市ホームページ http://www.ci ty.yubari .lg.jp

夜
間
の
戸
籍
届
け
出
の
取

扱
い
の
変
更

シ
ル
バ
ー
専
用
住
宅
入
居

者
募
集

入
居
者
募
集
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定額給付金は
　　給付準備を進めています

�給付対象者

　平成21年２月１日「基準日」現在で夕張市の住

民基本台帳に記録されている方。外国人登録原票

に登録されている方（短期滞在者、不法滞在者は

除きます。）

　２月１日以降に転入された方は、前住所地での

申請となります。

�受給される方

　世帯主が世帯全員分をまとめて申請し、受給し

ます。（外国人登録されている方は各個人です。）

�65歳以上の方・18歳以下の方

（※それぞれ、昭和19年２月２日以前に生まれた

方、平成２年２月２日以降に生まれた方です。）

　１人当たり　２万円

�上記以外の方

　１人当たり　１万２千円

�手続き

　４月下旬以降に給付申請書を発送する予定です。

６月の支給に向けて準備作業を進めています。

　詳しくは、改めて広報等でご案内します。

　

問合せ先　市総務課　�52－3131

募
集
し
ま
す

夕
張
鹿
鳴
館（
旧
北
炭
鹿
ノ

谷
倶
楽
部
）の
活
用
事
業
者


